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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　血行動態が不安定性な期間に被験者の水和レベルおよび／または血行動態状況を改善す
るために、前記被験者のための介護者による診療行為への、要求および／または必要に応
じて性質または範囲を測定するための、および／または応答をモニタリングするための血
行動態モニタであって、
　（ａ）前記被験者の前記モニタリングの全体にわたって複数の相補的なパラメータを取
り出すために、前記被験者から得られた少なくとも血圧または動脈の体積／プレチスモグ
ラフの信号を継続的に分析し処理するために配置されたソフトウェアを含むプロセッサと
、
　（ｂ）前記取り出された複数の相補的なパラメータを描写する画像を表示するディスプ
レイ手段と
　を備え、前記画像は、
　　（１）前記血行動態状況の変動の迅速／即時的な指標を提供するために、したがって
診療行為の要求のために、時間に対してプロットされた少なくとも１つの応力に関する血
行動態パラメータをグラフ式に描写する少なくとも１つの画像と、
　　（２）水和レベルの指標を提供するために時間に対してプロットされ、必要に応じて
前記診療行為の性質または範囲を測定するために、前記被験者の心室前負荷状況に関連づ
けられる少なくとも１つの流体反応性パラメータをグラフ式に表現する少なくとも１つの
画像であって、前記診療行為は、水和レベルの変動および／または被験者の前記水和およ
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び／または血行動態状況に影響を及ぼすために施された任意の他の治療の用途／変動を含
む前記少なくとも１つの画像と
　を含み、
　前記少なくとも１つの応力に関する血行動態パラメータおよび／または前記少なくとも
１つの流体反応性パラメータは、前記被験者をモニタリングする期間に自動的にスケール
変更された、またはより長く期間の任意の表現にスケール変更された、前記パラメータの
より長期的な変動を描写する少なくとも１つの画像と組み合わせて、前記パラメータにお
いて現在の変動を描写する少なくとも１つの画像の形式で表示され、前記パラメータの現
在の変動を表示する少なくとも１つの画像は、自動的にスケール変更され／より長くスケ
ール変更され、したがって前記パラメータのより長期的な変動をモニタリングすることを
同時に可能にする一方前記パラメータ値の現在の変化のモニタリングを容易にする、画像
の相応する部分の拡張した表示を含み、パラメータの現在の変動を表示する少なくとも１
つの画像およびより長期的な変動を描写する少なくとも１つの画像は、ユーザの入力を必
要とせずに、同時に閲覧することができることを保証するために立体的に分割した方式で
同時に表示されることを特徴とする血行動態モニタ。
【請求項２】
　前記少なくとも１つの応力に関する血行動態パラメータは１回拍出量または脈圧の呼吸
変動であり、前記少なくとも１つの流体反応性パラメータは１回拍出量変動または脈圧変
動であることを特徴とする請求項１に記載の血行動態モニタ。
【請求項３】
　前記画像は、右心／静脈還流／前負荷信号の安定性の指標を提供するために前記少なく
とも１つの流体反応性パラメータにおいて前記呼吸変動をグラフ式に描写する少なくとも
１つの画像を含むことを特徴とする請求項１に記載の血行動態モニタ。
【請求項４】
　前記少なくとも１つの流体反応性パラメータは１回拍出量変動または脈圧変動であり、
したがって１回拍出量または脈圧の前記呼吸変動も表示されることを特徴とする請求項３
に記載の血行動態モニタ。
【請求項５】
　前記画像は、診療行為への被験者の所望のおよび／または実際の反応の指標を提供する
ために、前記診療行為時点の前記パラメータ値と比較して、少なくとも１つの応答に関す
るパラメータをグラフ式に描写する少なくとも１つの画像を含むことをさらに特徴とする
請求項１～３のいずれか１項に記載の血行動態モニタ。
【請求項６】
　　前記診療行為時点の前記パラメータ値の指標に関連して、時間に対して前記少なくと
も１つの応答に関するパラメータがプロットされることをさらに特徴とする請求項５に記
載の血行動態モニタ。
【請求項７】
　前記少なくとも１つの応答に関するパラメータは、前記診療行為への１回拍出量応答を
含むことを特徴とする請求項６に記載の血行動態モニタ。
【請求項８】
　右心／静脈還流／前負荷信号の安定性の指標を提供するために、１脈拍当たり前記少な
くとも１つの流体反応性パラメータの呼吸変動がプロットされることをさらに特徴とする
請求項１または２に記載の血行動態モニタ。
【請求項９】
　前記ディスプレイ手段は、左心信号の安定度の指標を提供するために、前記被験者から
得られた前記血圧信号を描写する少なくとも１つの画像を表示することをさらに特徴とす
る請求項１～３のいずれか１項に記載の血行動態モニタ。
【請求項１０】
　血行動態が不安定な期間に被験者の水和レベルおよび／または血行動態状況を改善する
ために、前記被験者のための介護者による診療行為への、要求および／または必要に応じ
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て性質または範囲を測定するための、および／または応答をモニタリングするためのモニ
タリング方法であって、
　（ａ）前記被験者の前記モニタリングの全体にわたって複数の相補的なパラメータを取
り出すために配置されたソフトウェアを含むプロセッサを用いて、前記被験者から得られ
た少なくとも血圧または動脈の体積／プレチスモグラフの信号を継続的に分析し処理する
ステップと、
　（ｂ）前記取り出された複数の相補的なパラメータを描写するディスプレイ手段に画像
を表示するステップと
　を含み、前記画像は、
　　（１）前記血行動態状況の変動の迅速／即時的な指標を提供するために、したがって
診療行為の要求のために、時間に対してプロットされた少なくとも１つの応力に関する血
行動態パラメータをグラフ式に描写する少なくとも１つの画像と、
　　（２）前記水和レベルの指標を提供するために時間に対してプロットされ、必要に応
じて前記診療行為の性質または範囲を測定するために心室前負荷状況に関連づけられる少
なくとも１つの流体反応性パラメータをグラフ式に表現する少なくとも１つの画像を含み
、前記診療行為は、水和レベルの変動および／または被験者の前記水和および／または血
行動態状況に影響を及ぼすために施された任意の他の治療の用途／変動を含む前記少なく
とも１つの画像と、
　前記少なくとも１つの応力に関する血行動態パラメータおよび／または前記少なくとも
１つの流体反応性パラメータは、前記被験者をモニタリングする期間に自動的にスケール
変更された、またはより長く期間の任意の表現にスケール変更された、前記パラメータの
より長期的な変動を描写する少なくとも１つの画像と組み合わせて、前記パラメータにお
いて現在の変動を描写する少なくとも１つの画像の形式で表示され、前記パラメータの現
在の変動を表示する少なくとも１つの画像は、自動的にスケール変更され／より長くスケ
ール変更され、したがって前記パラメータのより長期的な変動をモニタリングすることを
同時に可能にする一方前記パラメータ値の現在の変化のモニタリングを容易にする、画像
の相応する部分の拡張した表示を含み、パラメータの現在の変動を表示する少なくとも１
つの画像およびより長期的な変動を描写する少なくとも１つの画像は、ユーザの入力を必
要とせずに、同時に閲覧することができることを保証するために立体的に分割した方式で
同時に表示されることを特徴とするモニタリング方法。
【請求項１１】
　前記少なくとも１つの応力に関する血行動態パラメータは１回拍出量または脈圧の呼吸
変動であり、前記少なくとも１つの流体反応性パラメータは１回拍出量変動または脈圧変
動であることを特徴とする請求項１０に記載のモニタリング方法。
【請求項１２】
　前記画像は、右心／静脈還流／前負荷信号の安定性の指標を提供するために前記少なく
とも１つの流体反応性パラメータにおいて前記呼吸変動をグラフ式に描写する少なくとも
１つの画像を含むことを特徴とする請求項１０に記載のモニタリング方法。
【請求項１３】
　前記少なくとも１つの流体反応性パラメータは１回拍出量変動または脈圧変動であり、
したがって１回拍出量または脈圧の前記呼吸変動も表示されることを特徴とする請求項１
２に記載のモニタリング方法。
【請求項１４】
　前記画像は、診療行為への被験者の所望のおよび／または実際の反応の指標を提供する
ために、前記診療行為時点の前記パラメータ値と比較して、少なくとも１つの応答に関す
るパラメータをグラフ式に描写する少なくとも１つの画像を含むことをさらに特徴とする
請求項１０～１３のいずれか１項に記載のモニタリング方法。
【請求項１５】
　前記診療行為時点の前記パラメータ値の指標に関連して時間に対して前記少なくとも１
つの応答に関するパラメータがプロットされることをさらに特徴とする請求項１４に記載
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のモニタリング方法。
【請求項１６】
　前記少なくとも１つの応答に関するパラメータは、前記診療行為への１回拍出量応答を
含むことを特徴とする請求項１５に記載のモニタリング方法。
【請求項１７】
　右心／静脈還流／前負荷信号の安定性の指標を提供するために、１脈拍当たり前記少な
くとも１つの流体反応性パラメータの呼吸変動がプロットされることをさらに特徴とする
請求項１０または１１に記載のモニタリング方法。
【請求項１８】
　前記ディスプレイ手段は、左心信号の安定度の指標を提供するために、前記被験者から
得られた前記血圧信号を描写する少なくとも１つの画像を表示することをさらに特徴とす
る請求項１０ないし１２のいずれか１項に記載のモニタリング方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、患者モニタリングおよび直接的処置における改善に関する。本発明は、特に
、被験者の水和レベルおよび／または血行動態状況を改善するために、被験者のための介
護者による診療行為の、要件および／または必要に応じてその性質または範囲を測定する
ための、および／またはその応答をモニタリングするための装置および方法に関する。本
装置および方法は、例えば外科的処置の間など、血行動態の不安定な期間に特に有用であ
る。
【背景技術】
【０００２】
　血行動態モニタリングは、例えば集中治療室（ICU）においてまたは手術中に、患者の
ケアに有用である。ICUは、高度な生命維持装置を必要とする潜在的に重篤な生理的不安
定性を持つ患者をモニタしケアするための場を提供する。この文脈では、血行動態モニタ
リングは、血行動態の不安定性およびその原因を識別し、かつ治療に対する応答をモニタ
リングするために用いられる。医学の技術的進歩は、多くの生理的な変数のモニタリング
、表示および事前評価を可能にした（ピンスキー・エムアール（Pinsky MR）、ペイエン
・ディー（Payen D）「クリティカル・ケア（Crit. Care）」2005年、566-572）が、血行
動態モニタリングのいくつかの態様の有用性は証明されていない。改善された患者への影
響に関して臨床研究が関連を実証した一般に有効な技術である。一般に有効なモニタリン
グ装置から有効な生理学的測定は、表１で与えられる。
【０００３】
　表１．主要な血行動態変数を規定した血行動態モニタリング
Ａ．非観血的モニタリング
１．心電図（ECG）
　心拍数、不整脈、心拍変動
２．パルス酸素測定法
　動脈血酸素飽和度（SpO2）、心拍数
３．動脈圧
　血圧計
　　収縮期・心拡張期の動脈圧、心拍数、奇脈
４．中心静脈圧
　頚静脈怒張、肝－頚静脈逆流、大砲波（房室解離）
Ｂ．観血的モニタリング
１．動脈カテーテル法
　心収縮・心拡張および平均動脈圧、心拍数、脈圧
　動脈圧波形解析
　１回拍出量および心拍出量、脈圧変動、動脈圧変動および１回拍出量変動



(5) JP 5231561 B2 2013.7.10

10

20

30

40

50

２．中心静脈カテーテル法
　中心静脈圧、静脈圧波形（「v」波形）、呼吸変動
　　熱希釈指数（動脈の熱的センサにつながれた場合）
　１回拍出量および心拍出量、胸内血液量、心臓拡張終末期総容量および酸素供給量（DO

2）
３．肺動脈カテーテル
　心収縮・心拡張および平均肺動脈圧、圧波形（「v」波形）、肺動脈楔入圧
　混合静脈血ガス分析－SvO2
　熱希釈心拍出量（間欠的または連続的な熱希釈による）
　１回拍出量および心拍出量、RV駆出率およびRV拡張終末期総容量
４．ドプラ心機能モニタリング
　１回拍出量、心拍出量および１回拍出量変動、流量補正時間間隔（flow corrected tim
e interval）
　多くの有効な選択の余地があるにもかかわらず、ほとんどのICUは、単に血圧、心拍数
（HR）およびパルス酸素測定法（SpO2）を主にモニタリングして表示している。リディコ
プラス（LiDCOplus）は、リディコグループピーエルシー（LiDCO Group Plc）社によって
製造された血行動態モニタである。このモニタのバージョン４のソフトウェアは、ユーザ
が短時間方式のディスプレイに対していくつかの特定の血行動態パラメータを選択するこ
とを可能にする。この短期間のユーザ拡張可能ディスプレイは、背景の一般的な動向デー
タ上に重ねて表示され、有用であるが、動向データの部分を覆ってしまう。患者の血行動
態を支える要件に対して、さらに適切な改善されたディスプレイが必要である。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本発明は、改善された血行動態モニタに関する。本発明は、特に被験者の血行動態状況
の回復を目的とした診療行為を改善するために、容易に解釈可能なデータで被験者への介
護者を供給するモニタに関する。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　したがって、第１の態様によれば、血行動態が不安定な期間に被験者の水和レベルおよ
び／または血行動態状況を改善するために、被験者のための介護者による診療行為の、要
件および／または必要に応じて性質または範囲を測定するための、および／またはその応
答をモニタリングするための血行動態モニタが提供される。前記血行動態モニタは、
　（ａ）被験者のモニタリングの全体にわたって複数の相補的なパラメータを取り出すた
めに、被験者から得られた少なくとも血圧または動脈の体積／プレチスモグラフの信号を
継続的に分析し処理するために配置されたソフトウェアを含むプロセッサと、
　（ｂ）取り出された複数の相補的なパラメータを描写する画像を表示するディスプレイ
手段と
　を備え、前記画像は、
　　（１）（被験者の）血行動態状況の変動の迅速／即時の指標を提供するために、した
がって診療行為の要件のために、時間に対してプロットされた少なくとも１つの応力に関
する血行動態パラメータをグラフ式に描写する少なくとも１つの画像と、
　　（２）水和レベル指標を提供するために時間に対してプロットされ、必要に応じて診
療行為の性質または範囲を測定するために（被験者の）心室前負荷状況に関連づけられる
少なくとも１つの流体反応性パラメータをグラフ式に表現する少なくとも１つの画像と
　を含むことを特徴とし、
　前記診療行為は、水和レベルの変動および／または被験者の水和および／または血行動
態状況に影響を及ぼすために施された任意の他の治療の用途／変動を含む。
【０００６】
　本発明の血行動態モニタは、前記画像が、診療行為に対して被験者の所望のおよび／ま
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たは実際の反応の指標を提供する診療行為時点のパラメータの値の比較により比較または
生成された、少なくとも１つの応答に関連するパラメータをグラフ式に描写する少なくと
も１つの画像を含むことをさらに特徴としてもよい。
【０００７】
　本発明のモニタは、被験者の水和または血行動態状況を回復するまたは修復することを
目的とした診療行為を改善するために、好ましくはリアルタイムで、このように被験者の
連続監視を容易にする。
【０００８】
伝統的に、血行動態モニタが未加工のアナログ信号に依存している代わりに、血行動態モ
ニタは、一定のパラメータ、特に応力および／または流体反応性および／またはもっぱら
数値として応答に関連するパラメータの短期間のディスプレイを表示している。即時／短
期（急性）および長期（分または時間）の両方の経時的なパラメータの変動は、好ましく
はユーザから要求された直接入力、処置または構成なしで、容易に最小限で観察されるこ
とができるので、本発明のモニタにより取り出されたパラメータのグラフ式表現は、改善
されたユーザインタフェースを提供する。
【０００９】
　さらに、診療行為の点でパラメータの値に関連してプロットされた（および特に診療行
為時点のパラメータのベースライン値に関連してプロットされた）簡易な（数値）インジ
ケータで可能な応答に関するパラメータの表示は、（本明細書に記述されたタイプの）診
療行為が所望された効果を提供できる否かを判定するために、特に直観的で明瞭なパラメ
ータを提供する。１つの実施形態において、この応答に関するパラメータ（の値）を（経
時的に）描写する画像は、ベースラインと比較して、応答の詳細情報を提供するために自
動的にスケール変更（拡大・縮小）される。
【００１０】
　モニタは、介護者により閲覧する使い勝手を容易にするために相応するディスプレイ（
それは好適には単一のスクリーン表示装置である）を組み込む。特に、介護者は、被験者
の血行動態状況の変動に対して迅速に厳正に応答する必要があるかもしれない。したがっ
て、容易に解釈可能な方式で（本明細書で論じられたような）適合するパラメータを表示
する単一のスクリーンが、特に好ましい。但し、もし所望されれば、モニタに２つ以上の
スクリーンを組み込むことも可能であろう。したがって、１つの実施形態において、関連
するパラメータは、１つの画面上、および第２のスクリーンに表示された関連するまたは
関連しないパラメータの別のセット上に表示されてもよいし。本明細書に極めて詳細に論
じられたように、パラメータは、応力に関する血行動態パラメータ、および流体反応性お
よび／または応答に関するパラメータとしてそれぞれグループ化されてもよい。各（少な
くとも１つの）パラメータのセットは、別のスクリーンに表示されてもよい。これらの実
施形態において、両方またはすべてのスクリーンは、好適には、介護者により同時に容易
に見える。例えば、スクリーンは、モニタと互い平行する位置に置いてもよい。LCD、プ
ラズマまたはブラウン管スクリーンなどのような任意の相応するスクリーンが利用されて
もよい。スクリーンは、好適には平坦画面ディスプレイである。１つの実施形態において
、スクリーンはタッチ感度のよいスクリーンであり、ディスプレイ間で切り替わったり、
ディスプレイを容易に選択するためのパラメータなどを選択したりするようなオプション
を可能にする。タッチ感度のよいスクリーンは、市販で入手可能であり、キーボードを容
易にクリーニングする長所を有する。本発明のスクリーンに表示された画像は、本明細書
に記述されたように、最も所望されたパラメータを表示するために、ユーザによって選択
され最適化されてもよい（例えば急性および動向表示などの時間）。
【００１１】
　同様に、ディスプレイは、他の関連するパラメータ（例えば呼吸のパラメータなど）の
表示に加えて場合によっては本発明の画像を組み込む（大きな）単一のスクリーン表示装
置であってもよい。１つの実施形態において、本発明の画像は、ディスプレイの個別の部
分に表示され、したがって容易に解釈できるし、表示される他のパラメータから分離され
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ることもできる。表示されたパラメータの範囲を選択することも可能であり、画像は表示
される画像の数および複雑さに従って自動的にサイズを変更できる。これは、改善された
血行動態モニタリングを可能にするために、本明細書で規定されるような本質的なパラメ
ータの各々が常に表示されるという条件を有している。本発明の１つの実施形態において
、改善された血行動態モニタリングを総体として提供する画像は、スクリーンの境界が画
定されたエリアにおいて提供される。好ましい配置は、本明細書に記述されている。
【００１２】
　本発明のモニタは、血行動態が不安定な期間に被験者の水和レベルおよび／または血行
動態状況を改善するために、被験者への介護者による診療行為の要件を測定するのに有用
である。したがって、モニタは診療行為が被験者の水和レベルおよび／または血行動態状
況を修復するのに必要か否かを決定するために利用されでもよい。同様に、本発明のモニ
タは、被験者の水和レベルおよび／または血行動態状況を改善するためになされた、必要
とされる診療行為の性質または範囲を評価するのにも有用である。最後に、本発明のモニ
タは、少なくとも１つの応答に関するパラメータの表示による特に被験者の水和レベルお
よび／または血行動態状況を改善するためになされた診療行為に対する応答をモニタリン
グするのに有用である。
【００１３】
　被験者は、最も好ましい実施形態では、人間である被験者である。人間の被験者は、一
般に入院した患者になるであろう。患者は、麻酔専門医または外科医による診療行為に対
する要件および／または必要に応じてその性質または範囲を測定するために、および／ま
たは応答をモニタリングするために用いられる本発明の特定のアプリケーションおよびモ
ニタにおいて手術を受けていてもよい。その診療行為は、患者の水和レベルおよび／また
は血行動態状況を改善するために、手術（多くの場合血行動態が不安定な期間）の間にな
される。外科の行為のうち外科医によってなされた診療行為、例えば主要な血管の留める
ことは、血流および／または静脈還流を遮るかもしれないが、それは患者の血行動態への
それらの影響の範囲について外科医に警告するためにモニタにより検知され表示されるで
あろう。従って、介護者は一般には医師であり、特定の応用において患者の処置を行なう
麻酔専門医または外科医になるであろう。被験者は循環血液量減少性であるかもしれず、
循環血液量を正常または合格水準に修復するための診療行為の目的は当業者によって測定
することができる。
【００１４】
　「血行動態が不安定な期間」は、水和レベルまたは血行動態状況が、適合するパラメー
タによって示されたように（本明細書にて論じられたように）、不安定または被験者の許
容または安全レベルに反する１つ以上の期間を意味する。血行動態が不安定な期間は、多
くの状況において生じるかもしれない。非限定的な具体例は、手術の間に、被験者がショ
ック（例えば、敗血性、心臓起源、神経原性、アナフィラキシーかもしれない）から苦し
んでいる場合、および心臓機能が減退する他の条件（例えば、急性心筋梗塞、心筋症、う
っ血性心不全、脱水または出血による低下した心拍出量などのような）の下で苦しんでい
る場合を含む。本発明のモニタは、手術室、集中治療室、手術後／インターメディエート
ケアユニット、事故／外傷区域、およびやけどのケア部門などの様々なセッティングにお
いて最も頻繁な用途を供給するであろう。
【００１５】
　診療行為は、被験者／患者の血行動態状況または水和を改善するために設計された被験
者／患者への流体の投与および／または治療薬の投与を含んでもよい。流体と治療の例は
、アイソトニック、食塩水、緩衝食塩水、およびコロイド、イオンチャンネル型、変時性
および血管作用薬を含む溶液などのような低または高張液を含む。
【００１６】
　本発明のモニタは、被験者のモニタリングを通じて複数の相補的なパラメータを取り出
すために、被験者から得られる少なくとも血圧または動脈の体積／プレチスモグラフの信
号（本明細書に記述されるように任意に他の信号と組み合わせて）を継続的に分析し処理
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するために配置された（実質的には）ソフトウェアから成ることを含むプロセッサを組み
込む。プロセッサは、例えばＩＢＭ互換のコンピュータ（PC）またはマッキントッシュコ
ンピュータなどのような適切にプログラムされたコンピュータであってもよい。プロセッ
サは、さらに血圧または動脈の体積／プレチスモグラフの信号を電気的信号に変換するた
めに相応する変換器を組み込んでもよい。あるいは、変換器は、別々に供給されてもよく
、したがって（本発明の）モニタユニット自体の一部を形成しない。
【００１７】
　血圧または動脈の体積／プレチスモグラフの信号は、被験者から侵襲性または非侵襲性
の手段を介して取得されてもよい。これらの侵襲性または非侵襲性の手段は、１つの実施
形態における本発明のモニタの一部を形成してもよい。好適な測定される血圧は、動脈、
肺動脈、左心房、右心房、大動脈、上腕動脈、大腿動脈、軸動脈、ペダル動脈および橈骨
動脈の圧から選ばれてもよい。好適な侵襲性の手段は、（実質的には）カテーテルから成
ることを含む。相応するカテーテルは、次のもの、ホスピーラ、ベクトン・ディキンソン
、アロー、エドワーズ・ライフサイエンシーズおよびメデックス、および病院で常用のも
のを含み、多くの医療機器サプライヤから市販で入手可能である。多くの非侵襲性の血圧
監視装置は、バソトラクモニタ（Vasotrac monitor）（メドウェーブ（Medwave）社）、
フィノメータ・プロおよびミディ（Finometer PRO and MIDI）、ポータプレス（Portapre
s）（フィナプレス・メディカル・システムズ（Finapres Medical Systems）社）、およ
びティーライン・テンシメータ（T-Line Tensymeter）（テンシス・メディカル（Tensys 
Medical）社）などのように、市販で入手可能である。
【００１８】
　本発明のモニタは、さらに取り出された複数の相補的なパラメータを描写する画像を表
示するディスプレイ手段を組み込む。ディスプレイ手段は、まず血行動態状況における変
動の早期／即時の指標したがって診療行為のための要件を提供するためのディスプレイ手
段上の時間に対してプロットされた少なくとも１つの応力に関する血行動態パラメータ（
の変動を）をグラフ式に描写する（実質的には）少なくとも１つの画像から成るものを含
む画像が表示されるように、プロセッサと対話し接続される。本明細書で論じられるよう
に、これらのパラメータも診療行為に対して被験者の所望のおよび／または実際の応答の
指標を提供するために利用されてもうよい。時間に対するパラメータのプロットは、例え
ば線グラフまたは棒グラフなどのように、任意の相応するプロットであってもよい。ディ
スプレイのこの部分は、したがって応力に関する血行動態パラメータに関する容易に理解
可能な図表の指標によって、診療行為の要件の早期警報を提供する。モニタのプロセッサ
部分によって計算されるような関連するパラメータの値は、期間にわたってまたは継続的
にプロットとして表示することができるグラフ式の指標を提供するために、時間に対して
プロットされる。
【００１９】
　「応力に関する血行動態パラメータ」は、応力の条件下である被験者の結果として（直
接的に）検知できるように急速に変わるパラメータを意味する。好ましい実施形態である
が非限定的な実施形態において、時間に対してプロットされた少なくとも１つの応力に関
する血行動態パラメータは、平均動脈圧、収縮期圧、拡張期血圧、心拍数、１回拍出量、
心拍出量、全身血管抵抗、圧または１回拍出量における呼吸の変動、酸素供給量、酸素抽
出（国際特許出願公開番号第2006/092624号明細書を参照）、および被験者の体表面積を
考慮するために、インデックス付けされた関連するパラメータから選ばれる。これらのパ
ラメータは、肺動脈熱希釈カテーテル、インピダンス測定、ドプラ超音波法およびフィッ
ク手法から例えば取り出された、心拍出量および／または１回拍出量データの他のソース
と任意に組み合わせて、任意の相応する手段によって少なくとも血圧または動脈の体積／
プレチスモグラフの信号から取り出すことができる。多くのアルゴリズムが、適合する応
力に関連するパラメータを取り出すことは、知られている。
【００２０】
　平均動脈圧は、（単一の）心臓周期の間の平均動脈圧であり、mmHgの単位で一般に測定
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される。上記で論じられた（論議は必要な変更を加えて適用する）ように、平均動脈圧は
、任意の相応する侵襲性または非侵襲性の手段を用いて測定されてもよい。
【００２１】
　収縮期圧は、心収縮期の間のピーク動脈圧である。さらに、上記で論じられたように、
mmHgの単位において典型的には測られ、任意の相応する侵襲性または非侵襲性の手段を用
いて測定されてもよい。
【００２２】
　拡張期血圧は、心拍周期（心拡張期の末端～心臓の弛緩）の間に測定された最低動脈圧
である。さらに、上記で論じられたように、mmHgの単位において典型的には測られ、任意
の相応する侵襲性または非侵襲性の手段を用いて測定されてもよい。
【００２３】
　平均動脈圧は、心収縮期および拡張期の血圧からの取り出されてもよい。
【００２４】
　心拍数は、１分間のうちの心臓の収縮の数として一般に計算され、したがって、拍／分
（bpm）の単位で典型的には表現される。したがって、各々の脈拍に関する心拍数の変動
は、本発明のモニタによる表示のための画像を形成するためにプロットされてもよい。心
拍数は、特に標準の侵襲性または非侵襲性の手段を介して、任意の相応する手段によって
測定することができる。好ましい侵襲性の手段は、カテーテルを含む。好ましい非侵襲性
の手段は、心臓の心電図記録法（ECG）のモニタリングまたはパルスオキシメータの使用
を含む。市販で入手可能な心拍数モニタ（心電図記録法にも依存する）も、必要に応じて
利用されてもよい。心拍数は、例えば、国際特許出願公開番号第97/24982号明細書に記載
されているような自己相関方法、フーリエ解析、圧波形上のフィルタ技術および／または
エッジ検出、または他の相応する技術を用いて、動脈血圧波形から取り出されてもよい。
この点に関して、欧州特許番号第0994672号明細書（リディコグループピーエルシー（LiD
CO Group Plc）社）を参照することができる。
【００２５】
　１回拍出量は、１回の収縮中に心臓の左心によって送られた血液の量であり、mlの単位
で一般に表現される。１回拍出量は、心臓の心拍出量および心拍数と関連する。１回拍出
量は、任意の既知の手段によっても計算されてもよいし、患者から得られた血圧測定から
の多くの場合取り出されている。１回拍出量は、例えば、国際特許出願公開番号第97/249
82号明細書に記載されているような自己相関方法、フーリエ解析、圧波形上のフィルタ技
術および／またはエッジ検出、または他の相応する技術を用いて、動脈血圧波形から好適
には取り出されてもよい。この点に関して、欧州特許番号第0994672号明細書（リディコ
グループピーエルシー（LiDCO Group Plc）社）を参照することができ、１回拍出量は動
脈圧波形から以下のように取り出すことができる。
【００２６】
　（ｉ）一定期間にわたって、血圧をモニタリングするデバイスから患者の動脈血圧波形
を記録し格納する。
【００２７】
　（ii）基本振動のモジュラスを取得するためにフーリエ解析に対するステップ（ｉ）に
おいて得られたデータを従属させる。
【００２８】
　（iii）ステップ（ii）において得られた基本振動のモジュラスおよび動脈血圧と心拍
数に関連するデータから公称１回拍出量を測定する。
【００２９】
　心拍出量は、一定期間にわたって心臓によってポンプで送り込まれた血液量である。一
般には１／分において測定され、１回拍出量を乗算した心拍数と等しい。心拍出量は、市
販で入手可能なリディコ（Lidco）社のパルスコ（PulseCO）システムを用いて、測定して
もよい。ここで、心拍出量は、リディコプラス（LiDCOplus）モニタのアルゴリズムにし
たがってパルスコ（PulseCO）システムを実行することによって取り出される。１つの実
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施形態において、心拍出量は、欧州特許番号第0920278号明細書（リディコグループピー
エルシー（LiDCO Group Plc）社）において記載されている方法によって測定され、一般
的用語において、（実質的には）以下のステップからなる事項を含む。
【００３０】
　（i）一定期間にわたって、血圧をモニタリングするデバイスからの患者の動脈血圧波
形を記録し格納する。
【００３１】
　（ii）圧を含めた動脈系の特性の変動に対して訂正する非線形変換に対してステップ（
i）において得られた波形を従属させる。
【００３２】
　（iii）訂正された波形の拍動および心拍数を取り出すために、訂正された波形をステ
ップ（ii）から自己相関に従属させる。
【００３３】
　（iv）拍動からの公称の１回拍出量を計算する。
【００３４】
　（v）公称１回拍出量に心拍数を乗算することにより公称心拍出量を取得する。
【００３５】
　別の実施形態において、心拍出量は、欧州特許番号第0920278号明細書（リディコグル
ープピーエルシー（LiDCO Group Plc）社）に記載されている方法によって測定され一般
的用語において、（実質的には）以下のステップからなる事項を含む。
【００３６】
　（i）一定期間にわたって、血圧をモニタリングするデバイスから患者の動脈血圧波形
を記録し格納する。
【００３７】
　（ii）基本振動のモジュラスを取得するためにフーリエ解析に対するステップ（i）に
おいて得られたデータを従属させる。
【００３８】
　（iii）ステップ（ii）において得られた基本振動のモジュラスおよび動脈血圧と心拍
数に関連するデータから公称１回拍出量を測定する。
【００３９】
　（iv）ステップ（iii）において得られたデータから公称心拍出量を取得する。
【００４０】
　全身血管抵抗（SVR: Systemic Vascular Resistance）は、全身性の脈管構造によって
供給される血流に対する抵抗である。SVRは、心拍出量で平均動脈圧を除算することによ
り計算することができる。従って、SVRは、市販で入手可能なリディコ（Lidco）社のパル
スコ（PulseCO）システムを用いて測定してもよい。好ましい実施形態において、心拍出
量は、欧州特許番号第0920278号明細書または欧州特許番号第0994672号明細書（双方とも
リディコグループピーエルシー（LIDCO Group Plc）社）に記載されている方法によって
測定され、それらの実質的なステップは上述されている。酸素供給量（DO2）は、別の有
用な応力に関連するパラメータであり、身体に有効な酸素量をもたらす。DO2は、血液内
の心拍出量（CO）、動脈血酸素飽和度、およびヘモグロビン濃度から計算してもよい。典
型的な算定は次式のとおりである。
【００４１】
　　　DO2= CO × （SaO2　- SvO2）Hb×1.36 ml O2/min/m

2

ここで、SaO2は動脈血酸素飽和度（%）であり、SvO2は混合静脈血酸素飽和度（%）であり
、Ｈｂはヘモグロビン濃度（gm／dl）である。
【００４２】
　DO2は、任意の相応する手段によっても測定してよい。パルスオキシメータ酸素飽和（S
pO2）は、SaO2の推定値を与える。相応するパルス酸素測定法装置は、プロパック・アン
コール（Propac Encore）モニタ（ビーバートン（Beaverton）社（米国））、マシモ・セ
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ット（Masimo SET）およびレインボー・セット（Rainbow SET）パルスオキシメータ（Mas
imo社（アーヴィン、米国））、オキシマックス（Oximax）パルス酸素測定法システム（
ネルコア（Nellcor）社（プリーザントン、米国））、およびノニン（NONIN）およびビー
シーアイ（BCI）パルスオキシメータ（ハレル・メディカル（Harrell Medical）社（米国
））を含む。SvO2 は、肺動脈カテーテルおよび線維光学系酸素測定法を用いるような任
意の相応する手段によって測定してもよい。
【００４３】
　被験者の体表面積を考慮に入れるために、必要に応じてあるいは所望するのならば、本
明細書に記述された関連するパラメータはすべて（適合する場合には）インデックスを付
けられてもよい。被験者の体表面積（BSA: Body Surface Area）は、被験者の身長および
体重から典型的には計算され、m2で表現される。本発明において有用であるインデックス
を付けられたパラメータの例は、BSAで除算されたCOと等しい心係数（CI）（1/min/m2）
、BSAで除算されたSVと等しい１回拍出係数（SI）（ml/m2）、およびCIｘ（SaO2- SvO2）
Hbｘ1.36ml O2/min/m

2と等しい酸素供給量インデックス（DO2 I）（ここでSpO2は、所望
されればSaO2で代用することができる）を含む。
【００４４】
　ディスプレイ手段は、画像が表示されるようにプロセッサと相互に作用し、被験者の水
和レベルおよび／または関連づける心室前負荷状況の指標を提供するために、時間に対し
てプロットされた少なくとも１つの流体反応性パラメータ（の変更）をグラフ式に描写す
る少なくとも１つの画像から（実施的には）二義的に構成されるものを含む。いくつかの
実施形態において、パラメータは、さらに診療行為に対する被験者の所望のおよび／また
は実際の反応を示すのに利用されてもよい。時間に対するパラメータのプロットは、線グ
ラフまたは棒グラフなどのように、任意の相応するプロットであってもよい。本明細書で
論じられたように、診療行為は好適には、被験者の水和および／または血行動態状況に影
響を及ぼすために施された他の治療の水和レベルの変動および／またはいずれかのレベル
の使用または変動から（実質的には）構成されるものを含む。
【００４５】
　したがって、「少なくとも１つの流体反応性」パラメータは、被験者の水和および／ま
たは血行動態状況の有用な指標を提供するパラメータである。特に、好適の、しかし非限
定な実施形態において、時間に対してプロットされた少なくとも１つの流体反応性パラメ
ータは、１回拍出量変動（SVV: Stroke Volume Variation）、脈圧変動（PPV： Pulse Pr
essure Variation）、動脈圧変動（SPV： Systolic Pressure Variation）、受動的下肢
挙上処置（PLR: Passive Leg raising Procedure）の間の平均血流、およびパルス酸素測
定法プレチスモグラフ（POP： Pulse Oximetry Plethysmographic）の波形振幅から選ば
れる。本発明の１つの実施形態において、別の流体反応性および応答に関するパラメータ
は、同一のディスプレイで表示される。絶対的または関連する変化（率）は、（本明細書
で論じられたように）必要に応じて表示されてもよい。
【００４６】
　一般に、これらのパラメータは、前負荷反応性の指標を提供し、従って、前負荷反応性
の確かな指標を提供する任意のパラメータも利用されてもよい。利用されたパラメータは
、被験者が循環血液量減少性であるか否か、したがって、診療行為を必要としているか否
かの指標を提供してもよく、および／または診療行為が被験者の血液量を修復することに
おいて成功した場合に指標を提供してもよい。これらのパラメータを計算するための手段
は、当業において知られており、任意の相応する手段も、本発明のモニタにおいて実行さ
れてもよい。
【００４７】
　１回拍出量変動は、１回拍出量における（左心）変動であり、規定された時間間隔に関
する最小および最大の１回拍出量（SV: Stroke Volume）の平均により除算された最大お
よび最小のＳＶ値の間の変動率にしたがって一般に定量化される。典型的な時間間隔は、
例えば、およそ10、20または30秒と40、50または60秒との間、またはおよそ2または3から
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5つの呼吸の間である。
【００４８】
　脈圧は、心臓の収縮の間の血圧の変動で、多くの場合（収縮期血圧－拡張期血圧）にし
たがって計算される。脈圧変動（PPV）は、経時的な脈圧の変動であり、規定された時間
間隔に関する最小および最大の脈圧の平均により除算された最大・最小の脈圧値の間の変
動率にしたがって一般に定量化される。典型的な時間間隔は、例えば、およそ10、20また
は30秒と40、50または60秒との間、またはおよそ2または3から5つの呼吸の間である。
【００４９】
　動脈圧変動（SPV）は、経時的な収縮期血圧の変動であり、規定された時間間隔に関す
る最小および最大の収縮期血圧の平均により除算された最大・最小の収縮期血圧値の間の
変動にしたがって一般に定量化される。典型的な時間間隔は、例えば、およそ10、20また
は30秒と40、50または60秒との間、またはおよそ2または3から5つの呼吸の間である。PPV
はより有用であると一定の状況で判明するかもしれないが、大動脈上の陽性の胸腔内圧を
考慮に入れるので（同一の程度に対して心収縮期および拡張期血圧をもたらすので）、SP
VとPPVとは関連するパラメータである（ミシャール（Michard）ら「アメリカン・ジャー
ナル・オブ・レスピラトリ・アンド・クリティカル・ケア・メディシン（Am J Respir Cr
it Care Med）」2000年；162：134-138）。
【００５０】
　別の有用な前負荷反応性パラメータは、受動的下肢挙上処置（PLR）の間の平均血流で
ある。PLRは、急速な流体負荷を模倣する簡易で可逆的な術策である。脚体から胸内の区
画へ静脈血を移すことにより、一時的に可逆的に静脈還流を増加させる（ラファネッヒャ
ー（Lafanechere）ら「クリティカル・ケア（Critical Care）」2006年、10：R132、およ
び本明細書に引用されている参考文献）。平均血流は、本明細書に論じられたように、例
えば食道ドップラー（ED：Esophageal Doppler）の使用によるなどのような任意の相応す
る手段によっても測定されてもよい。ED測定を得るためのデバイスは、当業において知ら
れており、ヘモソニック（Hemosonic）100装置（アローインターナショナル（Arrow Intl
）社（米国））およびカルディオキュー（CardioQ）（デルテックス（Deltex）社（チチ
ェスター、英国））などのように市販で入手可能である。
【００５１】
　１つの実施形態において、少なくとも１つの流体反応性パラメータは、パルスオキシメ
トリープレチスモグラフ（POP）の波形振幅から（実質的に）構成されるものを含む。関
連性は、動脈圧のPOP波形と呼吸変動との間で示されている（カナソン（Cannesson）ら「
クリティカル・ケア（Critical Care）」2005年、9：R562-568）。
【００５２】
　前述のとおり、ディスプレイ手段は、画像が表示されるようにプロセッサと相互に作用
してもよく、少なくとも１つの応答に関するパラメータをグラフ式に描写する少なくとも
１つの画像から（実質的に）構成されるものを含む。応答に関するパラメータは、診療行
為に対して被験者の所望のおよび／または実際の反応の指標を提供するために、診療行為
のポイント／時間でパラメータの値と比較して、その値にしたがって表示されてもよい。
【００５３】
　少なくとも１つの応答に関するパラメータは、診療行為時点のパラメータ値の指標に関
連して、時間に対してプロットされてもよい。時間に対するパラメータのプロットは、線
グラフまたは棒グラフなどのように、任意の相応するプロットであってもよい。特定の実
施形態において、少なくとも１つの応答に関するパラメータは、診療行為時点で得られた
パラメータのベースライン値に関連する時間に対してプロットされてもよい。あるいはま
たはさらに、少なくとも１つの応答に関するパラメータは、診療行為時点のパラメータの
値と比較された絶対変化または変化率として示される。したがって、これは、例えば単純
な数の指標にしたがって示されてもよい（パラメータ値が診療行為に追随して上下するか
否かに依存して「プラス」したり「マイナス」したりしてもよい）。
【００５４】
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　本明細書で論じられたように、診療行為は好適には、被験者の水和および／または血行
動態状況に影響を及ぼすために施された他の治療の水和レベルの変動および／またはいず
れかのレベルの使用または変動から（実質的に）構成されるものを含む。
【００５５】
　したがって、「少なくとも１つの応答に関するパラメータ」は、診療行為に対する被験
者の応答を即座に認知可能な指標を提供することに応じて確実に変更される、および／ま
たは、診療行為によって好適に実質的に直ちに直接影響を受けるパラメータである。本明
細書で論じられたように、応答に関するパラメータは、好適には診療行為時点の応答に関
するパラメータの値である「ベースライン」に関連して示されてもよい。診療行為が被験
者の（有利な）応答をもたらしていることを確認するために、応答に関するパラメータが
プロットされる診療行為時点のベースライン値の利用は、特に臨床医／介護者に即座に識
別可能な情報を提供する。プロットはスケール変更され（特にｙ軸上において）、診療行
為の進行からの時間にしたがってパラメータの変動に関する詳細情報を提供するために自
動的にスケール変更されてもよい。
【００５６】
　さらなる実施形態において、応答に関するパラメータは、応力に関連するパラメータま
たは流体反応性パラメータの１つと同一のパラメータである。これらの実施形態において
、応答に関するパラメータは、別の画像においてプロットされてもよいし、プロットされ
なくてもよい。１つの実施形態において、応答に関するパラメータは、応力に関連するパ
ラメータおよび／または流体反応性パラメータと同一の画像において表示される。これは
、診療行為のポイント／時間の応力に関連したパラメータおよび／または流体反応性のプ
ロット上で、例えば適切なマーキングによって指標を提供することにより達成されてもよ
い。適切なマーキングは、矢印またはライン、または他の相応する視覚的な指標を含んで
もよい。これは、ソフトウェアによって自動的に行われてもよいし、またはユーザによっ
て（スクリーンとの適切な対話によって）手動で行われてもよい。応力に関連したパラメ
ータおよび／または流体反応性パラメータのプロット上の診療行為のポイントを示すこと
により、この時点のパラメータの値は、即座に判読可能になる。その後、この時点を追随
するパラメータのプロットは、経時的な応答に関するパラメータの図形表現を提供する。
特定の実施形態において、このプロットは、診療行為を追随するパラメータの全体的な変
動のさらなる指標と結合する。これは、本明細書に論じられたように、例えば数的な同一
視などのような単一の同一視であってもよい。さらに、指標は、好適には診療行為時点の
パラメータ値と相関して経時的に継続的に更新される。応答に関するパラメータおよび／
またはさらに応答に関するパラメータの指標は、必要に応じて絶対変化または変化率とし
て示されてもよい。応答に関するパラメータに対して、変動の性質のプロットは、流体反
応性パラメータおよび／または応力に関連したパラメータに対応する変動によって測定さ
れてもよい。
【００５７】
　１つの実施形態において、少なくとも１つの応答に関するパラメータは、本明細書に記
述したように、応力に関連したパラメータおよび／または流体反応性パラメータの１つか
ら（実質的に）なるものを含むが、診療行為時点のパラメータのベースライン値に対して
別々にプロットされる。もし所望されれば、一様に別のパラメータであってもよい。これ
は本質ではないかもしれないが、このパラメータは、本明細書に記述されたように、別の
画像において一般に表示される。診療行為のポイントからの少なくとも１つのパラメータ
の絶対変化または変化率が、処理され表示されてもよい。経時的なベースラインに対する
変動の図形表現に加えて、診療行為故に、少なくとも１つの応答に関するパラメータの絶
対変化または変化率を表示することも可能である。これは、例えば数値にしたがってなさ
れてもよい。
【００５８】
　１回拍出量または１回拍出量応答は、特に、率または実際の１回拍出量応答において、
診療行為に対する応答の指標を提供するために測定することができる。したがって、これ
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は、本発明のモニタによって計算され表示される好適な「応答に関するパラメータ」を描
写する。前述のように、率または実際の１回拍出量応答は、好適には診療行為時点の１回
拍出量である「ベースライン」に関連して示されてもよい。したがって、診療行為を追随
する血行動態および／または水和状況における改良は、即座にベースラインに対して測定
することができる。他の応答に関するパラメータは、例えば、心拍数、心拍出量、酸素供
給量／消費量、全身血管抵抗、１回拍出量と圧における呼吸変動、および動脈圧パラメー
タから（実質的に）構成されるものを含む。但し、上記に論じられるように、応答に関す
るパラメータは、応力に関連したパラメータと流体反応性パラメータのいずれか１つ以上
に必要に応じて対応してもよい。
【００５９】
　非測定値または測定値として、（動向）パラメータがすべて必要に応じて計算され利用
されることができるということは注目されるべきである。もし測定されなければ、それら
は公称値（例えばnSV）として指定される。
【００６０】
　したがって、本発明のモニタのディスプレイ部分は、関連するパラメータの解釈を容易
にする、特に適応した画像の提示によって診療行為の要件が即座に識別されることを可能
にする。
【００６１】
　本発明の好ましい実施形態において、血行動態モニタは、少なくとも１つのパラメータ
をグラフ式に描写する少なくとも１つの画像が、少なくとも１つのパラメータのための許
容値または値の範囲を描写するターゲットゾーンを組み込む少なくとも１つの応力に関連
したパラメータおよび／または少なくとも１つの流体反応性パラメータおよび／または少
なくとも１つの応答に関するパラメータであってもよいことをさらに特徴とする。パラメ
ータの値の許容値または範囲は、患者の水和および／または血行動態状況が正常なレベル
に（診療行為を追随して）回復した表示に用いてもよい。相応する値または値の範囲は、
パラメータに依存して当業者によって選択されてもよい。流体反応性パラメータなどのよ
うなパラメータのために、ターゲットゾーンは、所望された値の範囲を組み込んでもよい
。ターゲットゾーンは、モニタリングされている被験者と無関係に取り出されたターゲッ
トゾーンであってもよい。例えば、１回拍出量または脈圧変動が（変動）率の数値で表現
される場合、変動が各々の被験者のために一貫すべき相対変化であるので、ターゲットゾ
ーンは被験者とは無関係に決定できるであろう。他のパラメータのために、血圧パラメー
タ（本明細書に記述されたように）および心拍数などのような特定の応力に関連したパラ
メータにおいて、被験者ベースにより被験者のターゲットゾーンを規定することが必要で
あろう。ここで、ターゲットゾーンは、患者モニタリングのスタートにおけるパラメータ
値によって規定されてもよい。したがって、例えば、各個体は、異なる心拍数および／ま
たは血圧パラメータを有するであろう。また、どのようなレベルであろうとも、その診療
行為は事前にモニタリングするレベルに被験者を戻すことが望まれる。ターゲットゾーン
は、パラメータが被験者のモニタリングの間に所定の時点の許容域内にあるか否かの判定
を容易にするために、任意の相応する形式を使用してもよい。１つの実施形態において、
最新の見解が目標値または値の範囲に推移中でもあるいは遠ざかっても、介護者が一見し
て即座に視覚化することができるように、ターゲットゾーンは、陰影付きの帯域の形式を
使用する。ターゲットゾーンから即座にプロットを識別することができるように、陰影付
きの帯域は、好ましくは時間に対するパラメータのプロットよりも明るい色である。好ま
しい色は、任意の適切な色を利用してもよいが、ターゲットのポジティブな指標を提供す
るためには緑色である。代替としてのターゲットゾーンは、太枠であってもよい。視覚信
号だけでなく可聴式のものも必要に応じて利用してもよい。ターゲットゾーンが単一のパ
ラメータ値または小さな値の範囲である場合、パラメータがいつ近似するか、または、理
想値または値に達したかを、即座に表示するために、ターゲットゾーンは（適切な厚さの
）単一のラインとして表示されてもよい。
【００６２】
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　本発明のモニタは、被験者をモニタリングする期間に、スケール変更された（好適には
自動的にスケール変更された）またはより長い期間を任意の表現にスケール変更されたパ
ラメータのより長期的な変動を描写する少なくとも１つの画像と組み合わせたパラメータ
において現在の変動を描写する少なくとも１つの画像の形式で少なくとも１つの応力に関
する血行動態パラメータおよび／または少なくとも１つの流体反応性パラメータおよび／
または少なくとも１つの応答に関するパラメータが表示され、パラメータの現在の変動を
表示する少なくとも１つの画像は、パラメータのより長期的な変動を描写する少なくとも
１つの画像から立体的に分離され、したがってパラメータ値の現在の変動のモニタリング
を容易にする、自動的にスケール変更され／より長くスケール変更された画像の相応する
部分の拡張した表示を含むことをさらに特徴としてもよい。「より長い期間を任意の表現
にスケール変更された」は、「現在の変動」の画像において示された期間よりも長い期間
を意味する。すべての実例においてモニタリングする被験者の全期間にわたって必ずしも
そうである必要はないが、関連するパラメータの全体的な動向の変動の確かな指標を提供
するように意図されている。
【００６３】
　したがって、任意の相応するパラメータに対して「動向」の表示および「急変」の表示
の両方ともがディスプレイ手段によって効果的に提供される。これらの期間は、被験者を
モニタリングする期間に自動的にスケール変更された、または任意に表示するより長い期
間にスケール変更されたパラメータのより長期的な変動を描写する少なくとも１つの画像
と、パラメータにおける現在の変動を描写する少なくとも１つの画像とをそれぞれ記述す
るために以下用いられる。特定の実施形態において、動向表示と急変表示は、少なくとも
１つの応力に関する血行動態パラメータおよび少なくとも１つの流体反応性パラメータお
よび／または少なくとも１つの応答に関するパラメータに対して表示される。さらなる実
施形態において、動向表示および急変表示は、少なくとも１つの応力に関する血行動態パ
ラメータおよび少なくとも１つの流体反応性パラメータおよび少なくとも１つの応答に関
するパラメータに対して表示される。１つの実施形態において、動向表示および急変表示
は、複数の応力に関連したパラメータに対して表示される。
【００６４】
　前述の通り、パラメータの現在の変動を表示する少なくとも１つの画像は、パラメータ
のより長期的な変動を描写する少なくとも１つの画像から立体的に分離される。急変の表
示は、ユーザの入力を必要とせずにそれぞれの表示を連続的にまたは同時に閲覧し理解す
ることができることを保証するために、動向表示から立体的に分離される。この表示の組
み合わせは、臨床医による改善された診療行為を容易にするために、すなわちユーザイン
タフェースを改善して、本発明のモニタの最も重要な目的を達成することを支援する。
【００６５】
　その表示は、急変表示または動向表示をそれぞれ含む各々のパネルと共に個別の「パネ
ル」へ分離されてもよい。好適には、それぞれのパラメータの急変および動向表示は、閲
覧および各々のパラメータの比較を容易にするために、並べて提供される。したがって、
ディスプレイ手段は、適切な行および／または列において表示された急変および動向表示
の対を組み込んでもよい。その表示は、相応する境界設定を必要に応じて組み込んでもよ
い。
【００６６】
　急変の表示は、（自動的に）スケール変更された／より長くスケール変更された画像の
相応する部分の拡張表示から（実質的に）なるものを含み、したがってパラメータ値の現
在の変動のモニタリングを容易にする。
【００６７】
　特に、被験者の血行動態をモニタリングする場合、介護者は多くの場合、関連するパラ
メータ（複数可）における（パーセントの数値の）小さな変動に関心を持つ。従来の動向
表示では、大幅な変動であるが小さな見落としを生じるかもしれない。急変表示は、重要
な（短い）期間にわたる動向表示の拡張表示を提供する。プロセッサは、（好適にはｙ軸



(16) JP 5231561 B2 2013.7.10

10

20

30

40

50

上で表示された）パラメータの小さな変動を即座に視覚化することを保証するために、自
動的に急変表示をスケール変更し直してもよい。これは最大に要注意の情報を提供するた
めのベースライン値に対する少なくとも１つの事象応答パラメータの変動を表示するため
に、一様に適用してもよい。急変表示は、例えば、10、20または30秒から40、50または60
秒などのように短時間期間にわたって表示されてもよいし、限られた数の脈拍に対して１
脈拍当たりのパラメータを必要に応じて提供してもよい。好適には、変動は、さらにユー
ザインタフェースを改善するために、本明細書に記述されたように（その記述は一様に適
用する）ターゲットゾーンに対してモニタリングされる。
【００６８】
　モニタリングする感度は、複数の相補的な応力に関連したパラメータの利用によって（
さらに）向上するかもしれない。したがって、特定の実施形態において、ディスプレイ手
段は、血行動態状況の変動の早期／即時の指標したがって診療行為のための要件を提供す
るために、時間に対してプロットされた複数の応力に関する血行動態パラメータをグラフ
式に描写する画像を表示する。必要に応じて（特に測定の単位が同等または同様の値であ
る場合）、相補的な応力に関連したパラメータは、同一の表示で複数のパラメータを表示
する結合した画像に組み入れられてもよい。例えば、心拍数、平均動脈圧（または関連す
る血圧測定値）または１回拍出量のプロット、および時間に対する心拍出量は、好ましく
は急変表示および動向表示の両方に対して単一の表示パネルにおいて表示されてもよい。
好適には、個別のパラメータのプロットは、適切な色彩配合、陰影付けなどの利用を通し
て互いから即座に識別される。
【００６９】
　さらにまたはあるいは、本発明の血行動態モニタは、ディスプレイ手段が被験者の水和
レベルおよび／または関連づけられた心室前負荷状況の指標を提供するために、時間に対
してプロットされた複数の流体反応性パラメータをグラフ式に描写する画像を表示するこ
とをさらに特徴としてもよい。複数のパラメータが、任意の相応するパラメータ（本明細
書で記述された多くの具体例）から選ばれてもよい。応力に関連したパラメータに関して
上記に論じられたように、各パラメータは結合または分割した画像で必要に応じて表示さ
れてもよい。
【００７０】
　さらにまたはあるいは、本発明の血行動態モニタは、ディスプレイ手段が診療行為に対
する被験者の所望された実際の応答の指標を提供するために、ベースラインに対して経時
的にプロットされた複数の応答に関するパラメータをグラフ式に描写する画像を表示する
ことをさらに特徴としてもよい。複数のパラメータが、任意の相応するパラメータ（本明
細書で記述された多くの具体例）から選ばれてもよい。応力に関連したパラメータに関し
て上記で論じられたように、各パラメータは結合または分割した画像で必要に応じて表示
されてもよい。
【００７１】
　流体反応性パラメータと応答に関するパラメータの組み合わせが好ましい。例えば、流
体性の応答（Fluid response）率および１脈拍当たりのＳＶＶおよび／またはＳＶは、１
つの実施形態において表示されてもよい。パラメータは一般に別々に表示されるが、デー
タ解釈に苦労しなければ、必要な場合に、相補的なパラメータは、結合した画像に組み入
れられてもよい。
【００７２】
　モニタが、時間に対してプロットされた複数の応力に関する血行動態パラメータをグラ
フ式に描写する画像および／または複数の流体反応性をグラフ式に描写する画像および／
または時間に対してプロットされた複数の応答に関するパラメータをグラフ式に描写する
画像を表示することを特徴とする実施形態にとって、それぞれの画像の集合が規定された
グループにおいて表示されることは好ましい。それぞれのパラメータが表示される順序は
、介護者がデータを即座に理解することができ、したがって第１に最も適切な時機に最も
適切な方式で診療行為をすることができ、かつ第２に診療行為の性質および／または範囲
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を必要に応じてモニタリングして調整することを保証するために決定的に重要である。
【００７３】
　特定の実施形態において、血行動態モニタは、時間に対してプロットされた複数の応力
に関する血行動態パラメータをグラフ式に描写する画像が、表示の上方部において表示さ
れ、時間に対してプロットされた複数の流体反応性および／または（利用された）複数の
応答に関するパラメータをグラフ式に描写する画像が、表示の下方部において表示される
ことをさらに特徴とする。個々の上方および下方のパネルへのこの画像の分割は、表示さ
れたデータの介護者による迅速な解釈をさらに容易にし、それにより診療行為を改善する
。要望にしたがって、例えば上述のグループ化／パネルを逆にするまたは並べるなどの代
わりのグループ化も可能である。
【００７４】
　なおさらなる実施形態において、流体反応性パラメータは、特に分割した応答に関する
パラメータが取り出されて表示される場合、１つ以上の応答に関するパラメータからの分
割したグループ化またはパネルにおいて表示されてもよい。したがって、表示の必要な部
分は、応答に関するパラメータから流体反応性パラメータを分割するために、さらに分離
してもよい。これは、全体的な応答（率）に加えて、診療行為が即座にモニタリングされ
ることを可能にするであろう。１つの実施形態において、応答に関するパラメータは本発
明のモニタの診療行為に関する「出力」を表わすので、それらは表示の下方のパネルに表
示される。
【００７５】
　本発明の付加的な実施形態において、ディスプレイ手段は、さらにプロセッサによって
受信された未加工のアナログデータを描写する１つ以上の画像を表示してもよい。そのよ
うなデータは、プロセッサによって取得され分析されて処理される信号の特性の指標とし
て、有用に表示してもよい。特定の実施形態において、被験者から得られた血圧アナログ
信号が表示される。アナログ血圧信号は、特に心臓の左心の拍出量の信号品質の即座に解
釈可能な指標を提供するためにモニタリングされてもよい。したがって、例えば手術の間
に、手動的／機械的な診療行為は、被験者から得られたアナログ血圧信号に影響を及ぼす
かもしれない。これは、順々に、本発明のディスプレイ手段を通じて表示される、取り出
されたパラメータに影響を及ぼすであろう。血圧信号の未加工のアナログデータは、左心
信号品質の応答し容易に理解された指標を提供する。さらに、不正確に被験者の血行動態
状況の大幅な変動を示し、したがって間違った診療行為に通じると理解されているモニタ
によって表示された、取り出されたパラメータを無効にすることを支援する。外科医が外
科的処置を行なっている場合には、これは特に適切である。また、麻酔専門医は、診療行
為の要件および／または必要に応じて性質または範囲を測定するためのモニタを見ている
。血圧信号表示は、即座に解釈可能で、一時的に手動的／機械的に引き起こされた干渉を
有する指標を提供できるであろう。したがって取り出されたパラメータの変動は、必ずし
も、患者の血行動態を改善するために（本明細書で論じられたように）流体に基づいた診
療行為が必要とされる指標ではない。むしろ、血圧信号表示は、機械的な診療行為の変化
／低下は被験者の血行動態を改善する／修復するのに必要であることを表示するであろう
。
【００７６】
　特定の実施形態において、未加工のアナログデータ画像は、部分的におよび／または一
時的に事象応答パラメータ表示の１つ以上を置換してもよい。例えば、１つの実施形態に
おいて、事象応答パラメータ画像と未加工のアナログデータ画像との間で必要に応じて切
り替えることを可能としてもよい。したがって、例えば、診療行為前は、手動的／機械的
変動を保証するための血圧信号をモニタリングすることが望ましいかもしれないし、左心
出力信号の特性に影響を及ぼしていないが、一方で、診療行為後は、被験者の診療行為の
効果を測定するための流体反応性などのような事象応答パラメータのモニタリングに切り
替えることが望ましいかもしれない。
【００７７】
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　未加工のアナログ（血圧信号）データを描写する１つ以上の画像は、１つの実施形態に
おける表示の個別部分に表示されてもよい。これは例えば現在の心収縮および／または拡
張血圧などのような他のデータと、数値表示などのような指標とを結合してもよい。画像
は、正常範囲を越えて関連するパラメータのどのような短い期間の変動をも考慮に入れる
ために、適切にスケール変更されてもよいし、または再度スケール変更（特に自動的なス
ケール変更）されてもよい。
【００７８】
　本発明の特定の実施形態において、ディスプレイ手段は、さらに右心／静脈還流信号／
前負荷状況の特性の指標を提供する１つ以上の画像を表示する。これらの画像は、一般に
１つ以上の相応するパラメータの呼吸変動を表示する画像である。相応するパラメータは
、本明細書で論じられた流体反応性パラメータのいずれかであってもよく、その実施形態
はここで準用して適用する。特定の実施形態において、脈圧変動および／または１回拍出
量変動は、心拍毎の方式によって表示される。これは、右（側の）心臓／静脈還流／前負
荷状況の信号品質の指標を与える。
【００７９】
　したがって例えば手術の間に、手動的／機械的な診療行為は、被験者から得られた右心
／静脈還流信号／前負荷状況に影響を及ぼすかもしれない。これは、順々に、本発明のデ
ィスプレイ手段を通じて表示される、取り出されたパラメータに影響を及ぼすであろう。
流体反応性パラメータの呼吸変動の表示は、手動的／機械的な診療行為の効果の指標を提
供する。用語「前負荷」は、拡張期充満の終期における心臓の筋繊維上の最大伸張を表す
。伸張の程度は、その時（心筋の筋繊維のより大きな伸張におけるより高い血液量結果）
の心室において含まれている血液量によって測定される。より大きな伸張は、組織に放出
された１回拍出量を増加させる、筋繊維のより大きな収縮において生じる。心室の拡張終
期の充填量と１回拍出量との間のこの関連性は、筋肉の収縮のエネルギーが筋繊維の前収
縮の長さに比例することを証明しているスターリングの心臓の法則として知られている。
【００８０】
　脈圧変動や動脈圧変動などのようなパラメータにとって、ほぼシヌソイドの呼吸変動が
期待される。これは、一般には約10%～15%の値である。正常な呼吸変動でのこの通常の信
号からの急なおよび／または大幅な偏異は、手動的／機械的な診療行為が本発明のモニタ
によって表示されたパラメータに強く影響を及ぼしていることを示してもよい。これは順
々に外科に影響を及ぼすかもしれないが、被験者の血行動態状況の大幅な変動およびした
がって血行動態の診療行為のための要件を必ずしも示すとは限らない。これは、外科医が
外科的処置を行なっている場合および麻酔専門医が診療行為の要件および／または必要に
応じて性質または範囲を測定するためにモニタを監視している場合に、特に適切である。
呼吸変動信号の表示は、即座に解釈可能で、一時的に手動的に引き起こされた干渉を有す
る指標を提供できるであろう。したがって取り出されたパラメータの変動は、必ずしも、
患者の血行動態を改善するために（本明細書で論じられたように）ある種の診療行為が必
要とされる指標ではない。画像は、正常範囲を越えて関連するパラメータのどのような短
い期間の変動をも考慮に入れるために、適切にスケール変更されてもよいし、または再度
スケール変更（特に自動的なスケール変更）されてもよい。
【００８１】
パラメータは一般には流動性の反応性パラメータであるので、それらは、（おそらく、脈
拍変動による脈拍上ではなく、例えば異なるタイムスケール上に）表示される他の流体反
応性パラメータと共にスクリーンに上の必要な場所において典型的には表示されるであろ
う。したがって、表示の流体反応性部分は、呼吸変動の画像およびより長期的な変動の画
像の両方を必要に応じて組み込んでもよい。これらは、例えば動脈圧変動および／または
脈圧変動に依存するかもしれない。
【００８２】
　少なくとも１つの（流体反応性）パラメータの呼吸変動は、本明細書に記述された少な
くとも１つの流体反応性パラメータの現在の変動を表わす画像と同様であってもよい。　
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心拍毎の変動は、同一のパラメータのより長期的な動向の表示と対比することができるパ
ラメータにおいて現在の変動を描写する。
【００８３】
　本発明は、さらに、被験者の血行動態を維持または修復するために、本発明のモニタを
利用する方法への対応に関連する。したがって、本発明は、血行動態が不安定な期間に被
験者の水和レベルおよび／または血行動態状況を改善するために、被験者のための介護者
による診療行為の、要求および／または必要に応じて性質または範囲を測定するための、
および／またはその応答をモニタリングする方法を提供し、
　（ａ）被験者のモニタリングの全体にわたって複数の相補的なパラメータを取り出すた
めに配置されたソフトウェアを含むプロセッサを用いて、被験者から得られた少なくとも
血圧または動脈の体積／プレチスモグラフの信号を継続的に分析し処理するステップと、
　（ｂ）取り出された複数の相補的なパラメータを描写するディスプレイ手段に画像を表
示するステップと
　を含み、前記画像は、
　　（１）血行動態状況の変動の迅速／即時の指標を提供するために、したがって診療行
為の要求のために、時間に対してプロットされた少なくとも１つの応力に関する血行動態
パラメータをグラフ式に描写する少なくとも１つの画像と、
　　（２）水和レベルおよび関連づけられる心室前負荷状況の指標を提供するために、時
間に対してプロットされた少なくとも１つの流体反応性パラメータをグラフ式に描写する
少なくとも１つの画像と
　を含むことを特徴とし、
　前記診療行為は、水和レベルの変動および／または被験者の水和および／または血行動
態状況に影響を及ぼすために施された任意の他の治療の用途／変動を含む。
【００８４】
　本発明の方法は、本発明の血行動態モニタに関して詳述されたあらゆる関連する態様お
よび実施形態を組み込んでもよい。従って、本発明のモニタに関して用意される記載は、
本発明の方法に準用して適用し、簡明の理由から繰り返して説明しない。
【００８５】
　本発明の方法は被験者から取得された血圧または動脈の体積／プレチスモグラフの信号
を処理するステップで開始するので、本発明の方法は一般に非侵襲性である。しかしなが
ら、本方法が被験者からの血圧または動脈の体積／プレチスモグラフの信号を取得するス
テップを含む実施形態において、本方法は侵襲性であってもよいしまたは非侵襲性であっ
てもよい。これは、主として血圧または動脈の体積／プレチスモグラフの信号を被験者か
らどのように獲得したのかによって測定される。上記で論じられたように（その論議は準
用して適用する）、血圧または動脈の体積／プレチスモグラフの信号は、被験者から任意
の相応する侵襲性または非侵襲性の手段を介して取得されてもよい。
【００８６】
　本発明の方法は、ある実施形態において、直接的に外科でおよび特に外科的介入で利用
されてもよい。右心／静脈還流／前負荷信号の安定度の指標および／または左心信号の安
定度の指標が利用される場合、本発明の方法は、被験者の手動的／機械的な診療行為に対
する応答を測定し、したがって手動的／機械的な診療行為の性質または範囲を導くために
利用されてもよい。これは、本明細書に記述された本発明のモニタに一様に適用してもよ
い。
【００８７】
　本発明は、これから、以下の非限定的な具体例について記述されるであろう。
【図面の簡単な説明】
【００８８】
【図１】本発明の典型的なディスプレイ手段の写真である。
【図２】図２は、未加工のアナログ血圧データのディスプレイを組み込んだ本発明の別の
ディスプレイ手段の写真である。
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【発明を実施するための形態】
【００８９】
　図１に示すように、ディスプレイ手段は、平坦画面パネルであり、時間（x軸）に対し
てプロットされた以下の応力に関する血行動態（Hemodynamic）パラメータ（y軸）、すな
わち、平均動脈圧（MAP-mmHg）（２）、心拍数（HR-bpm）（３）、公称１回拍出量（nSV-
ml）（４）および公称心拍出量（nCO-１/min）（５）を表示する画像（１）の上部パネル
を組み込んでいる。
【００９０】
　動向表示（左手パネル（６））と、２分間の期間にわたって拡張したy軸による急変表
示（右手パネル（７））との両方が利用される。
【００９１】
　ディスプレイ手段は、前負荷（Preload）／流体反応性パラメータの１回拍出量変動（S
VV-%）（９）を含む第２のパネル（８）を組み込んでいる。これは、脈圧変動（PVV-%）
（１０）のために要求どおり切り替えることができる。動向表示（１１）および急変表示
（１２）の両方が利用される。動向表示は、経時的に（この実例では１０分間）プロット
されたSVV（%）を示し、急変表示は、拡張したｙ軸を用いて、１脈拍当たりのSVVを示す
。動向表示および急変表示の両方は、所望されたSVV値（すなわち約10%）の指標を提供す
るためにターゲットゾーン（この場合、陰影付きの帯域（１３））を組み込んでいる。
【００９２】
　ディスプレイ手段は、さらに診療行為（１６）を追随する１回拍出量応答（１５）率を
提示する流体／事象応答パネル（１４）を組み込んでいる。ベースラインからの１回拍出
量応答も数値（１７）として示される。
【００９３】
　図２に示すように、ディスプレイ手段は、平坦画面パネルであり、図１に示され上述さ
れたものと同一の画像（２１）の上部パネルを組み込んでいる。動向表示（左手パネル（
２２））と、２分間の期間にわたって拡張したy軸による急変表示（右手パネル（２３）
）との両方が利用される。
【００９４】
　ディスプレイ手段は、未加工のアナログ血圧（Pressure）信号（２５）の画像を含む第
２のパネル（２４）を組み込んでいる。この信号は、右心信号の特性の指標として有用で
ある。現在の心収縮（Systolic）（２６）および心拡張（心拡張）（２７）の血圧の指標
も提示される。関連する出力もまた、信号（２８）に反映される心拍出量の変動などのよ
うな、このデータから派生して表示されてもよい。このディスプレイは、図１に示される
事象応答パネルなどのような、ある実例の事象応答パネル（１４）に切り替えられてもよ
い。
【００９５】
　ディスプレイ手段は、さらに、前負荷（Preload）／流体反応性パラメータの脈圧変動
（PVV-%）（２９）を含む第３のパネルを組み込んでいる。これは、１回拍出量変動（SVV
-%）（２１０）のために要求どおり切り替えることができる。動向表示（２１１）および
急変表示（２１２）の両方が利用される。
【００９６】
　動向表示は、経時的に（この実例では１０分間）プロットされたＰＶＶ（％）を示し、
急変表示は、拡張したy軸を用いて、１脈拍当たりのPVVを示す。動向表示および急変表示
の両方は、所望されたPVV値（すなわち約10％～15％）の指標を提供するためにターゲッ
トゾーン（この場合、陰影付きの帯域（２１３））を組み込んでいる。呼吸変動は、右心
／静脈還流／前負荷状況の信号品質の有用なインジケータである。
【００９７】
　本発明は、本明細書に記述された明細な実施形態によって範囲を限定されるべきではな
い。確かに、本明細書に記述されたものに加えて、本発明の様々な変更は、前述の記載お
よび添付された図面から当業者とって明らかであろう。そのような変更は、添付された特
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許請求の範囲内に収まるように意図されている。さらに、本明細書に記述されたすべての
実施形態は、必要に応じて他の一貫したあらゆる実施形態とともに広く適用可能で結合可
能であると見なされる。
【００９８】
　本明細書では様々な刊行物が引用され、それらの開示は本願の全体に参照して援用する
。

【図１】 【図２】
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